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（
一
七
七
八
）
頃
、
東
山

を
借
景
に
拾
翠
亭
か
ら
の

眺
め
を
第
一
に
作
ら
れ
た

と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
り
、

お
茶
室
か
ら
の
眺
め
は
大

変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
九
條
池
に
は
平

清
盛
公
の
母
と
伝
わ
る
、

祇
園
女
御
が
お
祀
り
さ
れ

て
い
る
厳
島
神
社
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
も

あ
り
、
お
茶
会
で
の
話
題

も
盛
り
上
が
る
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。

現
代
に
至
る
ま
で
こ
の

拾
翠
亭
で
ど
の
よ
う
な
お

茶
会
が
開
か
れ
て
い
た
か

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
い
た

だ
く
の
は
贅
沢
な
時
間
で

す
。日

本
文
化
に
憧
れ
て
来

ら
れ
る
海
外
の
方
々
は
日

本
人
以
上
に
日
本
に
つ
い

て
勉
強
さ
れ
て
お
り
実
際

に
体
験
さ
れ
る
時
間
を
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。こ

れ
か
ら
も
日
本
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
一
人
で

も
多
く
の
海
外
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

日
本
の
方
々
に
は
誇
り
に

思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

（
Ｈ
Ｕ
Ｇ国際

交
流
協
会
代
表
）

自然はわれらを　われらは自然を

絶えまない人と自然
の連携を象徴するメ
ビウスの連環。これ
が息の長い活動が期
待される自然保護の
シンボルマークに表
現されています。　
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環境省京都御苑管理事務所
本紙は再生紙を 
使用しています。今から20年程前、倒木前の「桜松」

現在の「桜松」。写真左側が枝先、右側が根元部分。

お茶会を楽しむ
外国の人々

孝明天皇が誉め讃える詩を詠まれた「近衞のイトザクラ」

白、赤、桃の花が華やかな「モモの樹林」

拾翠亭

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
め

し
べ
が
二
本
あ
る
妹い

も

背せ

や

普ふ

賢げ
ん

象ぞ
う
、
枝
が
斜
上
す
る

関か
ん
ざ
ん山
な
ど
が
あ
り
、
出
水

小
川
に
あ
る
花
が
緑
色
を

し
た
「
御ぎ

ょ

衣い

黄こ
う

」
や
、
京

都
御
所
の
清
所
門
前
に
あ

る
後
水
尾
天
皇
が
お
車
を

返
さ
れ
て
ご
覧
に
な
ら
れ

た
と
言
わ
れ
る
「
御ご

所し
ょ

御み
く
る
ま
か
え

車
返
し
」
は
、
是
非
観

賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
サ

ク
ラ
で
す
。
四
月
下
旬
に

は
、
御
苑
の
サ
ク
ラ
の
最

後
を
締
め
く
く
る
カ
ス
ミ

ザ
ク
ラ
が
、
新
緑
の
中
、

京
都
御
所
の
東
側
や
白
雲

神
社
の
北
側
な
ど
で
咲
き

始
め
ま
す
。
サ
ク
ラ
以
外

に
は
、
児
童
公
園
や
出
水

の
小
川
の
東
側
の
ザ
イ
フ

リ
ボ
ク
、
児
童
公
園
や
白

雲
神
社
の
北
側
の
ハ
ナ
カ

イ
ド
ウ
、
縣あ

が
た
い井
や
出
水
の

小
川
周
辺
の
ヤ
マ
ブ
キ
な

ど
が
観
賞
で
き
ま
す
。

【
五
月
】

ウ
メ
や
モ
モ
、
サ
ク
ラ

な
ど
華
や
か
な
季
節
が
過

ぎ
る
と
、
白
い
花
の
花
木

が
目
立
ち
始
め
ま
す
。
出

水
の
小
川
の
東
側
や
中

辺
や
白
雲
神
社
周
辺
で
は
、

ツ
バ
キ
が
咲
き
始
め
ま
す
。

【
四
月
】

四
月
も
中
旬
近
く
に
な

る
と
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
主

と
し
た
苑
内
全
体
の
サ
ク

ラ
は
見
頃
を
過
ぎ
ま
す

が
、
近
衞
邸
跡
で
は
遅
咲

き
の
八
重
紅
枝
垂
れ
が
見

頃
を
む
か
え
、
ま
た
、
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
サ

ト
ザ
ク
ラ
の
仲
間
が
開
花

し
始
め
ま
す
。
サ
ト
ザ
ク

ラ
に
は
多
く
の
品
種
が
あ

り
、
主
に
出
水
の
小
川
周

辺
や
京
都
御
所
の
建
礼
門

の
南
東
芝
地
周
辺
な
ど
に

し
ま
い
ま
し
た
が
、
桜
は

根
を
地
上
に
お
ろ
し
て
い

た
た
め
、
今
も
多
く
の
花

を
咲
か
せ
続
け
、
自
然
の

た
く
ま
し
さ
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ウ
メ

や
モ
モ
、
サ
ク
ラ
以
外
に

は
、
宗
像
神
社
の
西
側
水

路
際
の
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
、
中

立
売
北
休
憩
所
周
辺
の
ト

サ
ミ
ズ
キ
や
ジ
ン
チ
ョ
ウ

ゲ
、
児
童
公
園
周
辺
や
母

と
子
の
森
周
辺
の
コ
ブ
シ
、

中
立
売
御
門
を
入
っ
た
付

近
の
シ
モ
ク
レ
ン
や
少
し

南
東
側
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン

な
ど
が
あ
り
、
近
衞
池
周

一
月
に
ロ
ウ
バ
イ
、
早

咲
き
の
ウ
メ
が
咲
き
始
め
、

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
ウ

グ
イ
ス
の
初
鳴
き
が
聞
こ

え
て
く
る
な
ど
日
増
し
に

春
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

春
の
見
ど
こ
ろ
を
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
三
月
】

三
月
上
旬
、
例
年
ウ
メ

が
見
頃
を
む
か
え
る
頃
で

す
。
白
梅
や
紅
梅
、
一
本

の
木
に
紅
白
や
絞
り
の
花

が
咲
く
「
お
も
い
の
ま
ま
」   

な
ど
約
二
百
本
を
梅
林
で

観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、 

九
條
池
の
北
側
の
芝
地

に
は
、
九
條
家
ゆ
か
り
の   

「
黒
木
の
梅
」が
あ
り
ま
す
。

ウ
メ
に
続
い
て
三
月
中
旬

に
は
、
梅
林
の
北
側
に
広

が
る
ハ
ナ
モ
モ
の
樹
林

に
、「
関か

ん
ぱ
く白
」、「
寒か

ん

緋ぴ

桃と
う

」、

「
矢や

口ぐ
ち

」
な
ど
の
品
種
が
、

白
、赤
、桃
の
華
や
か
な
花

を
つ
け
、
近
衞
邸
跡
周
辺

に
は
、
イ
ト
ザ
ク
ラ
が
咲

き
始
め
ま
す
。
イ
ト
ザ
ク

ラ
（
糸
桜
）
は
、
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
（
枝
垂
桜
）
と
も

言
わ
れ
、
江
戸
彼
岸
桜
の

枝
が
垂
れ
る
習
性
の
も
の

で
す
。
三
月
下
旬
に
な
る

と
、
約
千
本
あ
る
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
が
苑
内
一
円
に
咲
き

始
め
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

学
習
院
跡
に
あ
る
通
称

「
桜さ

く
ら
ま
つ松
」
は
、
マ
ツ
の
樹

上
十
数
メ
ー
ト
ル
の
所
に

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
生
育
し
て

い
た
も
の
で
す
。
平
成
八

年
、
マ
ツ
が
枯
れ
倒
れ
て

立
売
北
休
憩
所
の
東
側
で

は
、
五
弁
の
小
さ
な
花
が

枝
先
に
多
数
集
ま
っ
て
咲

く
カ
マ
ツ
カ
、
出
水
の
小

川
の
東
側
や
京
都
迎
賓
館

の
東
側
で
は
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
樹
形
の
よ
う
に

花
が
つ
く
ト
チ
ノ
キ
、
母

と
子
の
森
や
児
童
公
園
で

は
房
状
に
花
を
下
向
き
に

つ
け
る
エ
ゴ
ノ
キ
、
母
と

子
の
森
付
近
で
は
、
花
に

プ
ロ
ペ
ラ
の
つ
い
た
ツ
ク

バ
ネ
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
観
賞

で
き
ま
す
。
下
旬
に
な
る

と
、
中
立
売
御
門
内
や
京

都
御
所
の
清
所
門
前
に
あ

る
セ
ン
ダ
ン
が
薄
紫
の
花

を
開
き
始
め
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
セ
ン
ダ
ン
の
花

か
ら
は
、
芳
香
が
漂
っ
て

く
る
も
の
の
、「
栴せ

ん
だ
ん檀
は

双
葉
よ
り
芳
し
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
に
あ
る
栴
檀
と

は
別
の
種
で
す
。

以
上
、「
春
の
季
節
の

た
よ
り
」
の
一
部
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

是
非
、
春
を
見
つ
け
に
ご

来
苑
く
だ
さ
い
。

（
京
都
御
苑
管
理
事
務
所

庭
園
科
長
）

御
所
（
京
都
御
苑
の
こ

と
で
す
が
京
都
の
方
々
は

総
称
で
そ
う
呼
ば
れ
ま

す
）
は
実
家
の
す
ぐ
近
く

に
あ
り
、
子
供
の
頃
か
ら

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

当
時
は
疏
水
の
水
が
来

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
御

所
の
周
り
の
水
路
で
魚
を

追
い
か
け
て
水
遊
び
を
し

た
り
、
今
は
亡
き
祖
父

母
と
春
は
花
見
、
秋
は
い

ち
ょ
う
の
ス
ケ
ッ
チ
と
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
の
場
所

で
す
。

そ
の
京
都
御
苑
の
西
南

の
一
角
に
、
お
池
の
ほ
と

り
に
建
つ
美
し
い
建
物
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
へ
実
際

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と

知
っ
た
の
は
つ
い
三
年
前

で
し
た
。

そ
れ
以
降
、
こ
の
九
條

家
の
遺
構
で
あ
る
拾

し
ゅ
う
す
い
て
い

翠
亭

で
毎
年
春
と
秋
の
年
二
回
、

外
国
の
方
々
や
国
際
交
流

に
ご
興
味
の
あ
る
日
本
人

の
方
々
を
お
招
き
し
て
、

お
茶
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

拾
翠
亭
は
今
か
ら
二
百

年
程
前
の
江
戸
時
代
後
期

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
貴

族
の
茶
室
ら
し
く
、
遊
び

心
に
あ
ふ
れ
た
建
築
と
言

わ
れ
て
お
り
、
お
茶
室
に

入
る
の
は
初
め
て
、
と
い

う
方
々
も
、
お
庭
や
建
物

の
素
晴
ら
し
さ
に
圧
倒
さ

れ
一
度
で
日
本
文
化
フ
ァ

ン
に
な
ら
れ
ま
す
。
私
自

身
、
拾
翠
亭
に
初
め
て
足

を
踏
み
入
れ
た
時
の
感
動

は
今
も
な
お
毎
回
感
じ
て

い
ま
す
。

拾
翠
亭
の
前
面
に
広

が
る
池
は
九
條
池
と
呼

ば
れ
て
お
り
安
永
七
年

季節のたより
中西　甚五郎

拾
翠
亭
と
出
逢
っ
て

仮
屋
崎
　
裕
子
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会　員　募　集

催　事　案　内

今出川通

丸太町通

間之町口

京都御所

京 都 御 苑
烏　

丸　

通

寺　

町　

通
（集合場所）

閑院宮邸跡前

P

京都御所春季一般公開

新緑のトンボ池一般公開
5月25日（金） ～ 27日（日） 13：00～15：30

（今回午後の開催になります）

4月4日（水）～4月8日（日）
入場時間　9：00～15：30

入口：宜秋門（ぎしゅうもん）
出口：清所門（せいしょもん）
清所門の最終退出時間は午後 4時 15 分

照会先：宮内庁京都事務所　TEL：075（211）1211

「閑院宮邸跡」見学

■平成24年京都御苑自然教室
　一般の方を対象とした自然教室の今後の予定は、下記
の通りです。都市の中で貴重な緑をもつ御苑で、春の自
然を観察しましょう。
 春の自然教室 “春の御苑にふれよう”
 4月22日（日）9：30～12：00頃
主　　催　環境省京都御苑管理事務所 ＴＥＬ075（211）6348
　　　　　㈶国民公園協会　京都御苑 ＴＥＬ075（211）6364
指　　導　京都自然観察学習会の先生方に指導して頂きます。
内　　容　春の御苑にはどんな草花やキノコがあり、ど
　　　　　んな虫や鳥たちが生活しているか観察します。
集合場所　京都御苑　閑院宮邸跡前
　　　　 （京都御苑南西角間之町口）
受付時間　当日　9：00～9：20
参 加 費　無料
そ の 他　筆記用具をご持参下さい。
　　　　　手持ちのルーペ、双眼鏡、
　　　　　図鑑などの観察用具があ
　　　　　ると便利です。
＊以降の自然教室予定
 夏の自然教室 “夏の御苑にふれよう”
 平成24年7月22日（日）9：30～12：00頃

財団法人国民公園協会　京都御苑
年会費　●普通会員　　　　　　　　　1，000円以上
　　　　●賛助会員（会社・団体）　　10，000円以上

会 員 へ の 特 典
1．本会発行物をそのつど送付します。
　（御苑ニュースは会費収入で発行されています。）
2．葵祭、時代祭の招待券を進呈します。
　（ただし、普通会員は会費4，000円以上の方に限ります。）
■申し込み、問い合わせ先
　　　㈶国民公園協会　京都御苑
　　　　　　　　　　　住所　京都市上京区京都御苑3
　　　　　　　　　　　　〒602-0881  ＴＥＬ075（211）6364

収納展示室　午前９時～午後４時
休館日／月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館）、年末年始

京都御苑の南東角にある宮家の邸宅跡「閑院宮邸跡」は創建
以来の場所にあり、当時の建物や庭園の面影が残っています。
また収納展示室があり、京都御苑の歴史や自然についての資
料が展示されています。苑内散策の折にぜひお立ち寄り下さい。

和　　　名 開　花　期

2月中旬～3月中旬
3月中旬～4月中旬
3月下旬～4月中旬
3月下旬～4月中旬
4月中旬～4月下旬

主に見られる場所

梅　　　　　林
桃　　　　　林
近衞邸跡周辺
苑　内　全　域
出水の小川付近

ウ メ
モ モ
イトザクラ
ヤマザクラ
サトザクラ

◆窓口受付時間　　午前８時３０分～午後４時３０分（定休日：月曜日・12月29日～1月3日）   ◆使　用　�　金

◆使用申込の方法と受付 （申込期限日・入金期限日が月曜日の場合は翌日まで） 区　　　　分 １ 時 間　 １ 面

�　�　�　場　申　込　要　領  ���場

①使 用 可 能 球 技　　・富　 小 　路……ソフトボール、軟式野球 富 　小 　路 　　　 ５００�

　　　　　　　　　　 　・今 　出　 川……ソフトボール、軟式野球 今　 出　 川 　　　 ４００�

②平　　     　　日　　・日　　　　時　　前月１０日、午後１時より

　   （抽　選）　　　  ・場　　　　所　　堺町休憩所　※その日が日・祝日の場合は翌日  ����ート

③土 ・ 日 ・ 祝 日　　・申 込　期 限　　前々月　　２０日まで 平　　　　日 　　１�３００�

　  （予約申込）　　 　・割当て発表日　　前々月　　２５日　 土・日・祝日 　　１�８００�

　　　　　　　　　   　・入 金　期 限　　　前月　　１０日まで

　　　　　　　　　   　　　（注）前々月25日～前月10日の間に入金されなかった場合は  �ートボール場 　　 　３００�

　　　　　　　　　　　　　   　　キャンセルとなり、翌月以降も割当てしません。  ◆返　　　金

�　�　�　�　ー　ト　申　込　要　領 ①降雨、降雪時
①予   約 　申   込　　・申 込　期 限　　前々月　　１０日まで ②2�間前までに、キャンセルを窓口まで申し

　 （抽選分以外）　　　・割当て発表日　　前々月　　２０日　 　出た時。
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やや薄暗い林下に群生するタシロラン

ネザサが侵入する生育地

御苑に歓声がひびく

保護監視員によるタシロラン
発生状況の確認風景

生
育
地
の
環
境
改
善
が
急

速
に
進
み
、
監
視
活
動
も

効
果
を
上
げ
、
個
体
数
の

回
復
が
見
ら
れ
、
国
内
最

大
級
の
タ
シ
ロ
ラ
ン
生
育

地
と
評
価
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。
私
達
は
、
大
都

市
の
真
ん
中
に
あ
る
京
都

御
苑
の
中
に
豊
か
な
自
然

が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
再

確
認
し
な
が
ら
の
活
動
に
、

ま
た
、
タ
シ
ロ
ラ
ン
保
護

に
寄
与
で
き
る
こ
と
に
誇

り
を
感
じ
て
き
た
。
一
方

で
、
盗
掘
や
腐
葉
土
目
的

に
よ
る
生
育
地
の
か
く
乱

が
見
ら
れ
、
心
が
痛
む
思

い
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
市

民
の
理
解
が
深
ま
っ
た
た

一
九
九
五
年
頃
、
京
都

御
苑
の
タ
シ
ロ
ラ
ン
生
育

地
の
多
く
は
、
個
体
数
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
緊
急

に
改
善
を
要
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
環

境
庁
（
当
時
）
に
対
し

て
、
タ
シ
ロ
ラ
ン
保
護
に

関
す
る
申
し
入
れ
や
提
案

を
し
た
。
こ
れ
に
環
境
庁

が
応
え
、
一
九
九
六
年
よ

り
保
護
区
を
設
置
し
て
タ

シ
ロ
ラ
ン
の
生
育
に
配
慮

し
た
管
理
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
研

究
者
・
御
苑
の
自
然
を
愛

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
タ

シ
ロ
ラ
ン
保
護
監
視
員
と

し
て
登
録
し
活
動
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

官
民
連
携
し
て
の
希
少
種

保
護
の
取
り
組
み
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
き
た
。

監
視
活
動
開
始
以
降
、

め
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い

は
、
逆
に
タ
シ
ロ
ラ
ン
へ

の
関
心
が
落
ち
着
い
て
き

た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
次

第
に
、
こ
の
よ
う
な
盗
掘

が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
。

監
視
活
動
は
梅
雨
時
で

も
あ
り
、
蒸
し
暑
く
、
雨
、

虫
な
ど
と
も
戦
い
、
し
ん

ど
い
も
の
で
あ
る
が
、
タ

シ
ロ
ラ
ン
を
見
つ
け
た
時

の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

私
達
保
護
監
視
員
の
活
動

は
、
主
に
タ
シ
ロ
ラ
ン

の
発
生
状
況
・
経
年
変
化

を
探
り
、
生
育
環
境
を
見

守
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
達
は

タ
シ
ロ
ラ
ン
監
視
活
動
以

外
に
も
た
び
た
び
御
苑
に

足
を
運
び
、
自
然
環
境
の

変
化
に
注
意
し
て
回
っ
て

い
る
。
こ
の
間
、
マ
ツ
や

ケ
ヤ
キ
な
ど
の
枯
死
が
見

ら
れ
、
昨
年
は
カ
シ
ノ
ナ

ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
も

顕
在
化
し
、
被
害
木
の
伐

採
に
よ
り
林
床
が
明
る
く

な
り
、
ネ
ザ
サ
な
ど
が
繁

茂
す
る
な
ど
下
層
植
生
の

遷
移
も
見
ら
れ
る
。

当
初
か
ら
み
る
と
、
発

生
場
所
が
あ
ち
こ
ち
拡
大

し
個
体
数
も
増
加
し
て
い

る
の
は
う
れ
し
い
反
面
、

保
護
区
に
お
い
て
個
体
数

が
激
減
し
、
集
団
に
力
強

さ
が
な
い
点
、
決
し
て
安

心
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　

私
達
は
、
タ
シ
ロ
ラ
ン

を
原
点
と
し
て
御
苑
内
の

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
関
心

を
持
ち
、
新
し
い
発
見
も

重
ね
て
き
た
。
保
護
監
視

員
同
士
の
結
び
つ
き
も
深

く
強
く
な
り
、
活
動
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
人
間
関
係

の
す
ば
ら
し
さ
も
感
じ
ら

れ
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
。近

年
関
心
が
高
ま
っ
た

た
め
か
、
全
国
各
地
で
、

ま
た
京
都
で
も
タ
シ
ロ
ラ

ン
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
私
達
も
確
認
し
て
い

る
が
、
駐
車
場
や
更
地
に

な
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
も

多
い
。
改
め
て
、
京
都
御

苑
の
タ
シ
ロ
ラ
ン
を
守
り
、

後
世
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

活
動
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

【
タ
シ
ロ
ラ
ン
】

無
葉
緑
の
ラ
ン
科
植
物
。

常
緑
林
下
に
は
え
、
高
さ

二
十
〜
五
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
環
境
省
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
準
絶
滅
危
惧
。

（
河
野
、
一
井
、
小
野
、

小
泉
、
真
田
、
田
邊
、
土

橋
、
成
田
、
藤
沢
、
米
澤
）

日
々
、
元
気
な
声
が
響
き

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
の
利
用
方
法
、

料
金
な
ど
は
別
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

京
都
御
苑
に
は
富
小
路

グ
ラ
ン
ド
六
面
と
今
出
川

グ
ラ
ン
ド
三
面
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
五
面
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
三
面
が
あ
り
、

と
こ
ろ
で
、平
成
二
十
三

年
末
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場

で
、
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
ら

れ
た
女
性
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
救
急

車
で
第
二
日
赤
病
院
に
運

ば
れ
、
一
命
は
取
り
留
め

ら
れ
事
な
き
を
得
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
る
際

は
、
無
理
を
さ
れ
る
こ
と

な
く
準
備
運
動
な
ど
を
十

分
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、

万
一
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利

用
中
に
意
識
を
無
く
さ
れ

た
場
合
は
、
富
小
路
休
憩

所
や
閑
院
宮
邸
跡
事
務
所

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
備
え
付
け
て

お
り
ま
す
。
職
員
も
手
助

け
で
き
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
冷
静
に
対
処
し
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
ご
自
分
の
体
調
を

良
く
管
理
し
て
プ
レ
ー
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

京
都
御
苑
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
ど
う
ぞ
ご
家
族
、

友
人
、ス
ポ
ー
ツ
仲
間
で
楽

し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

下
さ
い
。春
風
が
吹
く
な
か
、

京
都
御
苑
で
白
球
を
追
い

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
受
付
は

京
都
御
苑
南
西
角
、閑
院
宮

邸
跡
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

（
㈶
国
民
公
園
協
会

京
都
御
苑　

総
務
課
）

タ
シ
ロ
ラ
ン
の

保
護
監
視
活
動
の
成
果
と
現
状

京
都
御
苑
タ
シ
ロ
ラ
ン
保
護
監
視
員

「
白
球
残
映
、
球
春
ま
っ
た
だ
な
か
」

　
　
　
京
都
御
苑
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

外
村
　
謙
次


